
都道府県名：熊本県 市町村名：甲佐町 

１．活動名 

甲佐町宮内地区の活性化 

２．取組の背景、目的 

甲佐町宮内地区は、全域が森林でかつては林業で活況を呈したが、木材不況

や高齢化により、荒廃した森林が増加している。そこで、宮内地区の里山(竹林)

を利用して①高齢化した山村従事者にかつての技能を思い起こしてもらうこと

で活力を顕在化すること、②地区内の子供や都市近郊の人に自然に親しんでも

らい、森林や木材の機能を学習する場を設けるという2つをメインテーマに21

年度は熊本県の事業を活用して取り組んだ。 

３．実施主体 

   ＮＰＯ法人 ミテ・ミライ 

４．取組の概要 

・荒廃竹林の整備を目的に、地域の高齢者を講師として本格的な炭窯を作り、整

備で伐竹した竹を炭にする。できた竹炭を地元住民がワラでくるんだ炭俵を作

り、装飾品として販売する(玄関などに飾れる大きさ)。 

・地域の技能者組合(大工さん)を講師に近隣の小学生などを対象にイスや巣箱の

木工教室。 

・宮内地区の住民を講師に宮内地区や近隣の小学生を対象にシイタケ作り体験。 

５．支援事業 

熊本県水とみどりの森づくり活動支援事業（材料等については補助率100％） 

６．取組等についての成果や課題 

・最初 5 名だった炭俵づくりも、評判がよいことから参加者増え、現在は 10 名

の高齢者が取り組み、宮内地区の活性化が図られている。 

・ 現在は、口コミで炭俵を販売しているが、今後は宣伝や安定した販売先を検討

する必要があるが、宣伝資金や方法が課題。 

・ 宮内地区には、若い住民が少ないので、今後は若い人を取り込む活動を検討す

る必要がある。 

 




